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•■三由学会雑誌J 67卷10号 （I974年10月）

急拡大した小規模生部分は，雇用者拡大が困難なた. 
め零細規模に窗っている経営と, 従来通りに開業して 

くる新規零細規模経営に担われた。このような理由に 

より, 零細扭模経営の增加率は上昇したの' る。

(2)と(3》とを全体的にみるならぱ，以下のごとく整理 

される。基本的要因として， 「高度成長」過程が，重 

化学工業を中心とする,生産力の急被大過程でった 

こ<5;,' それふ;単に急拡大だけでなく，生ま力高度イ匕の 

過程であったこと，またそれは，労働力ポ場の需給の 

追迫化をもたらしおこと，この3 点があげられる。こ 

れらの-要旧が，一方で,中小規模事業所の分解とぎ細 

規模経営の代替的怠増をもたらし，他方で，小規模生 

座部分の急拡大を零細規模経営の魚増によって担わせ, 
可能にさせていづたのである。

V まとめにかえて

小論をおわるにたり，f t 後に,ぎ細規摸経営の増 

加はどのような意味をもっているかについて，いぐつ 

か指摘する。

第一の点は， 「高度成長」過糖そのものが，奪細規 . 

模経営の急培を必要条件としていることである。この 

点は，機械工mでのぎ細規摸経営に顕著にあらわれて 

いる。機械工業ほ， 「高度成長J 過程を推進した1 つ 

の主軸である。機械工養の生産力拡大は , 目大独- 

占的大企業が大規模生産の最 も有利な部分に特化し 

他を下請として利用することによって可能になったの 

である。さらに，大企業の下請は，ヨリ下位の企業を 

下請として禾I]用することにより，その規模での最大限 

の効率性を追求した。このようにして,機械工業全体 

の魚速な生ま性上昇と，生産力の急拡大を可能に^した

のである。下請利用の底辺にあり，もっとも手間のか 

かる小規摸生;ま郁分の生産波大を可能にしたのが，零 

細規模経営の急增なのでもる，しかも，これらの零細 

規模経営は，大企業と較べれぱ，依然として低賃金， 

長時間労働であり.，この意5^でも，巨大独占‘的天企業 

は節約し，効率的生産力拡大をなしえた。

このような生産力急拡大と，零細媒摸経営の急増と 

の関係は，昭和30年代前ik：も，もちろん存在していた 

のだが，雇用域;大が容易であったが故に，零如想捧経 

営の単なる外延的拡大が生じ，ぎ細廣摸ま営の増加率 

としては低くおさえられていた。

第二の点は，零細規模経営の増加は，労働力市場の 

需給の通迫イヒを緩和しようとする，資本の行励のr- 表 

現であるということである。すなわち，低賞金労働力 

の一*形態としての面をぎ細躲摸経営は持っている。t 

の面が,最も撒くでているのカ纖物室での農村地域で 

の零細規模経営の増加である。

これらの二面を持って増加したぎ細規模経営は，階. 

層化した競争の最底辺に存在するものとしズ，独占資 

本によっズ支配収奪される不安定な存在なのである。

このことは，中小企業労働者の開業が依然'として存在 

している以上， ら変イ匕しない。 .
ただし依然として，構造的に支配収海される存在で 

あっても, 中小企業労働者の労働諸条件，，賃金水準の 

.触 に 触 し た , 零細規模経営の労働諸条件の改善, 
収入の増大は生じている。,この点を無視してはならな 

い。しかしこれを過大評価して，中小企業問題の解消 

の一 根拠とすることなど, 当然できないことである。

同様なことが，3̂ 細規模経営の生産力の高度化つ 

いてもい免る。 ■■
爐應義塾大学大学院経済学研究科博士課程）

伊東係吉名誉教授略歷

東京深川に生まる（生地，旧町名, 深川区西ギ井町，現在の
治41年11月 1 日 伊 東 ！̂+ 郎 . ゆきの三男として，

江躯東陽町)

深川区東陽小学校入学 

東京千駄ヶ谷第-*小学校へ転校 

慶應義熟普通部入学 . ■
慶應義熬普通部第4 学年修了 '

慶應義趙大学経済学部入学 - .
同ギ業 •

慶應義塾高学部助手，数ヶ月後に講師兼務 ■
廣應義趙寄宿舎舎監兼務 . ,

•初夏より秋にかけて中ffl  (満洲. 北中支）の産業祝寒旅行彼應義働S造）

慶應義塾高等部教授

慶應義熟大学亜細亜研究所所員兼務 ：

. 慶應義塾大学経済学部教授。その後新制大学院設置と同時に経済学研究科（⑨士及び博士課程） 
の教授（委員〉を兼ね定年に至る。

通産省産'業合理化委員会委員

段醇義塾派遣留学生として約1 年間欧米諸国の業構造•中小企業研究のため窜学， ' 
「日本中小金業の研究」で経済学博士の学を受く 

r日本中小企業の研究J によって慶應義熟賞を授与さ る '

東京大学経済学部講師を兼ね,中小企業論を担当 .

廣應義塾大学経済学部長兼大学院経済学班光科委員長 ‘
法務省司法試験考查委員（経済政策担当）

47年 3 月， 廣應輯塾大学業研究所所長兼務 "

日本経済政策学会代表• 日本学衛会讀派遗委員としてドイタ社会政ま学会創立100年記念大会 

(於ボン市）に出席。外a 学会代まとして挨接を述べ，ういでスイスで開かれた13際中小 

. 企業学会に.日本学術振興会中小企業ま員会代まとして論文報告をなす， ■
慶應義熟大学を定年退職'。

慶應義塾大学名誉教授,千盤商科大学教授
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ゼ本経済政策学会常務理事

ロ本学術振興会.産業構造，中小企業委員会委貴 

中小企業研究センタ一理ぎ ■

社R1法人中小伞業研究！所理事 

ifす団法人政治経済研究所顧問
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